ALI NCO DJ-X1 1 を ご 愛用 頂き 、 誠 に 有り 難 う ご ざ いま す 。 
本 ソフ トウ エア は 別売 の オプ ショ ン ケ ー ブ ル を 接続 頂く こと で 、 パ ソコ ン の キー ボー ド や 
プロ グラ ム 上 か ら DJ-X1 1 の 主 な 機能 を コン トロ ー ル で きる も の で す 。 


一 ご 使用 に つい て 

*※ ダウ ン ロ ー ド され た すべ て の ファ イル は 、 お 客 様 の 責任 に お いて ご 使用 くだ さい 。 万 一 
お 客 様 に 損害 が 生じ た と し て も 、 弊 社 は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 

*※ すべ て の ダウ ン ロ ー ド ファ イル に つい て の 著作 権 を 含む すべ て の 権利 は 、 ア ルイ ンコ 株 
式 会 社 に 帰属 し ます 。 

*※ 本 ソフ トウ エア は フリ ー ウ エア で す が 、 ダ ウン ロー ド し た ファ イル は 、 個 人 で 使用 され 
る 以外 に は お 使い に な れ ま せん 。 

*※ ダウ ン ロ ー ド され た ファ イル 自体 の プロ グラ ミン グ に 関す る 内容 や 質問 、 及 び サ ポー ト 
は 行い ませ ん の で ご 了承 くだ さい 。 バグ と 思わ れる 内 容 に つい て は 、 

edomestic@alinco.cojp 宛て 、 メ ー ル で お 知ら せく だ さい 。 

*※ ファ イル の 内 容 は 、 製 品 の 仕様 変更 な ど で 予 告 な く 改良 及び 変更 され る 場合 が あり ます 。 
変更 し た 内 容 は 、 新 し い ア ッ プ デー ト 版 と し て 提供 し ます 。 

*※ ダウ ン ロ ー ド され た ファ イル の 再 配布 、 他 の メデ ィ ア な ど へ の 転載 、 販 売 、 及 び ダ ウン 
ロー ドリ ンク の 個人 イン ター ネッ ト 媒体 へ の 掲載 ・ リ ンク は 禁止 させ て 頂き ます 。 

*※ 本 ソフ ト の 配布 は 予告 な く 中 止ま た は 内 容 を 変更 する 場合 が ご ざい ます の で 、 あ ら か じ 
め ご 了承 くだ さい 。 


WindowsXP、 Vista、7 
・ 接続 
ERW-8EDC-174 

・ 対 応 受信 機 

Dj -X11 


画 イ ンス トー ル 

ダウ ン ロ ー ド され た Z1 P フォ ル ダ に は 以下 の ファ イル が 入っ て いま す 。 
1: X1 1 コン トロ ー ラ フォ ル ダ (X11rmt.exe) 

2: イン スト 一 ラー フォ ル ダ (Setup.exe/'SETUP.LIST/X11rmt.CAB) 

3: 本 書 


・ 実行 ファ イル の み を コピ ー す る 方 法 


ほとん どの 場合 は 「 X 1 1 コン ト ロー ラ 」 フ ォ ル ダ を 適当 な ディ レク トリ に コピ ー し て 軒 
く だ け で 使用 で きま す 。 

アン イン スト 一 ル は 同じ フォ ル ダ に 作成 され た INI ファ イル を 削除 し て か ら フ ォ ル ダ ご と 
削除 し て くだ さい 。 
この 場合 、 イ ンス ト 一 ラー フォ ル ダ は 不要 で すか ら 削 除 し て 頂い て 構い ませ ん 。 


・ イ ンス トー ラー に よる イン スト ー ル 

上 記 の 方 法 は まれ に 必要 な デバ イス が 不足 し て いる 場合 等 で 、 実 行 で き ない こと が あり ま 
す 。 そ の よう な 場合 は イン スト 一 ラー を 使用 し て くだ さい 。 
SETUP.EXE を ダブ ルク リッ ク し て 画面 の 指示 に 従っ て イン スト 一 ル し て くだ さい 。 
アン イン スト 一 ル は コン ト ロー ル パ ネ ル の アプ リケーション の 追加 と 削除 か ら 行っ て くだ 
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田 プロ グラ ム を 実行 する まえ の 設定 
【 ご 注意 】 ER W- 7 8 を ご 利用 に な る 前 に 、 必 ず 「 ドラ イ バ ー ソ フト 」 の イン スト ー 
ル を 終了 し て お いて く だ さい 。 ドラ イ バー ソフ ト は http://Wwww.alinco.co.jp/denshi/10.html 


の PC 析 続 ケー ブル 」 コ ヨー ナー か ら ダ ウン ロー ド で きま すず す 。 

1 : DJー ズ 1 1 陸生 に 
りり ーー 操作 設 定 > で 「 リモ ー ト 通信 ポー ト 設定 」 を 有効 に し ます 。 

2 :F SE に PP 前 ステ ッ プ の 設定 を 最小 の 「 5 
0Hz 」 に 変更 し ます 。AUTO 状態 で VF O の バン ド プラ ン が 優先 され る た め 、 場 合 
に よっ て は 入力 し た 周波 数 が AUTO の ステ ッ プ に 従っ て 変更 され て し まう こと が あり 
ます 。 又 、 入 力 で き な い 周 波数 が 書き 込ま れ た 場合 、 そ の 直近 の 周波 数 に 変更 され る こ 
と も あり ます が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 


3 : 使用 する COM ポー ト を プロ グラ ム 上 の ツー ル バ ー で 指定 し ます 。Setting メニ ュー 
COM ポー ト に 、ERW-8 へ 割り 当て られ た ポー ト を 指定 し て く だ さい 。 

COM ポー ト の 確認 は ウイ ンド ウズ の スタ ー ト ボタ ンコ ント ロー ル パ ネ ル シ ス テム 
プロ パテ ィ の ハー ドウ エア の タブ デバ イス マネ ー ジ ャ ー ジ ポー ト (COM と LPT) で 
USB Serial Port (COM x べ 数字 、 例 えば COM 4) を 見 ます 。 こ の と き の C OMx の 数 字 が 
プロ グラ ム 上 で 選ぶ C O M ポー ト 番号 で す 。 


圏 メ ニュ ー バ ー 

・ Panel operation 

DJ -X11 の 前 面部 か ら 実際 の キー ボー ド を 操作 する 感覚 で 、 マ ウス を ポイ ント し て クリ ッ ク 
する こと で 遠隔 操作 を する こと が で きま す 。 


【 ご 注意 】 

※ 下 記 の 操作 は で きま せん 。 

・ MAIN、SUB ボタ ン の 長押 し 操作 は で きま せん 。 

・ モ ニタ ー ボ タン の 長押 し は で きま せん 。SET メニ ュー で モニ ター ボタ ン の 動作 を ホー ル 
ド に 変更 する こと で モニ ター や ミュ ー ト 機能 が 使え ます 。 


・ Tables 
D] -X11 の VFO モー ド を 中 心 に 各種 設定 を 画面 上 で 操作 で きま す 。 


・ Settings 

ネ COM port 

前 述 の 設定 項目 で す 。ERW-8 を つなぐ USB ポー ト を 変え る と 割り 当て が 変わ る ゃ こと が あ 
り ま す 。 


・ Fred. Read SusDpend 

本 プロ グラ ム は 定期 的 に DI -X11 の VFO の 周波 数 を 取得 し て 画面 上 に 表示 し て いま す 。 不 
要 な 場合 は この 機能 を 停止 する こと が で きま す 。 

イヤ ホン ジャ ッ ク か ら オ ー デ ィ オ 信号 を 取り 出し て AIS や ACARS 等 の デー タ 通信 を 受信 
する と き や 、 受 信 し て いる 音 を 録音 する と き は 停止 に し て くだ さい 。 有効 な 状態 で は パソ 
コン と 無線 機 が 定期 的 に デー タ を や り と りす る こと か ら 発 生 す る 「 ポツポツ 」 と いう 音 が 
出 ま す が 異 常 で は あり ませ ん 。 尚 、 停止 状態 に に し て いて も コマ ンド 自体 は 有効 で 、 周 波数 
を 切り 替 る よう な 操作 は 可能 で す 。 あ くま で プロ グラ ム 上 の 表示 に 関す る パラ メー タ で す 。 


・ Help 
バー ジョ ン 番 号 を 表示 し ます 。 


一 Tables 
・ 起動 時 
周波 数 や 受信 モー ド な ど を 順次 D) -X11 か ら 読み 出し ます 。 


周波 数 表示 
定期 的 に Dj -X11 の 周波 数 を 取得 し て 表示 し ます 。 
周波 数 を クリ ッ ク す る と 周波 数 を キー ボー ド か ら 入 力 す る こと が で きま す 。 
一 度 ク リッ ク す る と 数 値 全 体 が 範囲 指定 され る の で 、 そ の まま 周波 数 を 入力 し て 最後 に 
Enter キー を 押す こと で 確定 で きま す 。 
表示 は 01 23.45000 の よう に 長い で す が 、 例 えば 1 23.45MHz を 入力 する と 


き は 1 23. 45 と タイ プ し て Enter キー を 押せ ば 入力 され ます 。 
DI -X11 で 受信 で き な い 周波 数 や 現在 設定 され て いる STEP 値 に 適合 し な い 場 合 は 周波 数 が 
変更 され な か っ た り 、 指 定 に 近い 周波 数 に 設定 され た りす る 場合 が あり ます 。 


・ メ イン と サブ の 切替 

周波 数 表示 部 分 、 音 量 ス ライ ダ 、 ス ケル チ ス ライ ダ お よび その 周辺 を クリ ッ ク す る と メイ 
ン と サブ を 切り 替え ます 。 この 切替 は 本 プロ グラ ム で 操作 する 対象 で あり 、 実 際 の DI -X11 
の メイ ン と サブ の 切替 と は 関係 あり ませ ん 。 


・ プ リセ ッ ト メ モリ ー 

メイ ン と サブ それ ぞ れ に 10 個 ず つ 周 波数 を 名 前 を つけ て 記憶 させ る こと が で きま す 。 この 
メモ リー は 品 ) -X11 本 体 の メモ リー と は 別 の も の で パソ コン 上 に 記憶 し て 、 本 プロ グラ ム で 
使用 する た め の も の で す 。 

【 使い 方 】 

1 : ウイ ンド ウ 右 下 の Memory チェ ッ ク ボ ックス を クリ ッ ク 

2 : P1-P10 の 内 、 任 意 の ボタ ン を クリ ッ ク 。 ポ ッ プ アッ プ し た ダイ ヤ ロ グ に 任意 の 名 称 
と 周波 数 を 入力 し て OK を クリ ッ ク 

3 : 使い た い デ ー タ を 登録 し た ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 そ の 設定 値 を 呼び 出し て D -X11 
に 反映 。 


【 ご 注意 】 受信 モー ド や STEP、 メ イン と サブ それ ぞ れ の 受信 可能 周波 数 範囲 な ど に より 実 
際 に 受信 で き な い 場合 が あり ます 。 

・ Output 

通常 の 音声 出力 ( Audio)、 検 波 出 力 ( DET) と 1IQ 出力 の 切替 を 行い ます 。 こ の バー ジョ ン 
で は ソフ ト の 起動 時 に は いずれ の 項目 に も チェ ッ ク が 入っ て いま せん 。1OQ 出力 に 設定 し た 
後 で 他 の モー ド に 切り 替え る と メイ ン の み の モ ノバ ンド 状態 に な り ま す 。 い ずれ も X11 が 
持つ コマ ンド の 仕様 な ど に 関連 する た めで 、 バ グ で は あり ませ ん 。 


以上 


アル イン コ ( 株 ) 電子 事業 部 
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